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1．はじめに 

大都市圏郊外部における都心商業地域の一部の駐

車場では、休日ごとに買物目的の車で混雑し、駐車場

入庫待ち行列が発生し、周辺の道路の渋滞を招いてい

る。一方で、中心部から離れた駐車場では、空車が多

く見られるという現状がある。これらの解決方法とし

て、駐車料金改善があげられる。また一方で、買物交

通の駐車時間と購買額の相関を示した研究結果 1)が存

在する。ここから、駐車料金無料時間の延長により、

買物客の消費金額が増加し、都心商業地域の活性化に

繋がることも考えられる。以上より、本研究の目的は

都心商業地域における駐車選択の実態を明らかにし、

駐車需要の平準化を目指す、買物金額も考慮した料金

システムを提案することとした。 

2. 研究の方法 

来街者の駐車場選択の現在の実態を分析すること、

仮想の駐車場料金システムに対する意向を分析するこ

とを目的としたアンケート調査を実施した。次に、ク

ロス集計分析により各駐車場の特徴と滞在時間と消費

金額の関係を明らかにした。そして、非集計ロジット

モデルを構築し、駐車場選択意向を明らかにした。最

後に、2 つの結果から新しい料金システムを提案した。 

3．調査対象地域概要 

調査対象地域は千葉県柏市を設定した。対象駐車場

1-4 の詳細は表 1である。待ち行列を発生している駐車

場 1 は休日の来客数 8 万人を誇る商業施設 A と隣接し

ている駐車場である。 本研究では商業施設 Aと駐車料

金割引サービスの提携を結んでいる駐車場 2-4（以下

P2、P3、P4）で調査を行った。P2 は多くの商業施設で

料金サービスを提携している。P3 は、タワー式駐車場、

P4 は駐車場 1 の混雑をみてすぐに行くことができる唯

一の駐車場である。 

4．各駐車場の分析結果 

図1は各駐車場の同伴者人数の構成である。P2では、

最も同伴者人数が多いことがわかった。また、図 2は

 

図 1 同伴者人数 

 

図 2 無料時間が 3 時間に延長された場合の滞在時間の延長意向 

 

図 3 利用した駐車場が満車の場合の最大待ち時間の意向 

各駐車場の無料時間が 3 時間に延長された場合の滞

在時間の延長意向を表す。P2 が最も多いことがわかっ

た。よって、P2 は同伴者人数が多く、料金サービス提

携商業施設が多いため、滞在時間の延長を希望してい

る人が多いことがわかった。 

図 3 は利用した駐車場が満車の場合の最大待ち時間

の意向を表す。 P3 は待ち時間が長いことに抵抗がない

ことがわかった。 図 4は駐車場選択理由として駐車し

やすいことを重視しているかどうかを表す。 P3 は駐車

しやすいことを重視している人が多いことがわかった。
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表 1 各駐車場の詳細 
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これは、タワー式駐車場であるために出入庫に時間が

かかり、また自走式の駐車場に比べ安全であるため、

このような結果になった。よって、駐車場 3 はタワー

式であることを重視している人だとわかった。 

図 3から P4は待ち時間に抵抗を感じている人が多い

ことがわかった。図 5 から駐車料金割引サービスがあ

るという駐車場選択理由は最も低いことがわかった。

そして図 6 から目的地から近いことを重視しているこ

とがわかった。よって、駐車場 4 はすぐに買物をすま

せすぐに帰る傾向があることがわかった。 

 

図 4 駐車場選択理由（駐車しやすい) 

 

図 5 駐車場選択理由（駐車料金割引サービスがある） 

 

図 6 駐車場選択理由（目的地から近い） 

5．消費金額の分析 

図 7 は滞在時間ごとの消費金額の平均と滞在時間の

関係を表している。 滞在時間 1－2時間と 2－3時間で

は大きな開きがあることがわかった。図 8 は無料時間

が 3 時間に延長された場合の滞在時間の延長意向を表

す。ここから滞在時間を3時間に延長を希望する人は、

80％を超えることがわかる。よって、図 7 で滞在時間

が 1-2 時間と 2-3 時間の間で消費金額があがり、2-3 時

間より長いと消費金額がさほどふえないこと、無料時

間 3 時間の延長意向が 80%を超えていることから、 無

料時間の設定は 3時間が理想的だとわかった。 

6．非集計ロジットモデルの構築 

表 2 は仮想の駐車場の選択結果のモデルのパラメー

タの推定結果である。パラメータの符号条件、ｔ値と

もに良好な結果になった。 このモデルから駐車場選択

理由として無料時間の長さを重視していることがわか

った。 

 

図 7 消費金額と滞在時間の関係 

 

図 8 無料時間が 3 時間に延長された場合の滞在時間の延長意向 

 

 

7.結論 

滞在時間が長い人に対しては、無料時間を 3 時間に

したサービスの提供、短い人には、無料時間を短くし

たサービスを提供することによって駐車需要の平準化

が期待出来る。 
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表 2 モデルのパラメータの推定結果 

説明変数 パ ラ メ ー タ （ t値 ）

徒歩時間（ダミー） 3.43  (6.46)

待ち時間（分） ‐0.266  ( ‐5.83)

無料時間（時間） 0.609  (2.33)

買 物 金 額 が 1,000円 （ ダミー ） 0.923   (3.77)

年齢が 50歳以上 (ダミー ) 0.828  (3.65)

女性 0.722  (2.77)

男性 0.214  (0.823)

幼児同伴（ダミー） 0.724 (2.49)

1ヶ月 に 2回 以 上 来 訪 （ ダミー ） 0.408  (1.79)

サ ン プ ル 数 204

ケー ス 数 394

尤 度 比 0.0558
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